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地域密着型サービス事業所の指定更新に係る資料

(社会福祉法人三多摩福祉会

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所コスモス国分寺)

1指定地域密着型サービス事業所指定更新申請書写し

2定期巡回’随時対応型訪問介護看護事業所の指定に係る記載事項

3事業所平面図

4運営規程

5利用者からの苦情を処理するために講ずる措置の概要
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様式第23号(第7条関係)

※受付番号

",・・'・・ � 月 日

指定地域密着型サービス事業所

指定地域密着型介護予防サービス事業所指定更新申請書
指定介護予防支援事業所

国分キ市長殿

,J � //

所在地東京都立川市鋪町一丁目17番15号

申請者社会福祉法人三多摩福祉会

名称理事長締田葉子

介護保険法第115条の11(第115条の21,第115条の31)において準用する法第70条の2の規定により申請します。
フリガナ シャカイフタホウシ’ン サンタマフクシカイ

申
請
者

名 称

主たろ事務所

の所在地

連絡先

法人の種別

代表者の氏

名・職名及ぴ

生年月日

速絡先

事
業
ホフ D

名

ガナ

称

所在地

連絡先

名 称社会福祉法人三多摩福祉会\'

主たろ事務所(郵便番号19 0̶0 0 2 2)
の所在地 東京都立川市錦町一丁目17番15号"

連絡先電話番号 042-529-7142

法人の種別 社会福祉法人

フリガナ クシタ’ヨヴコ

締田葉子\./

V

代表者の氏

名・職名及ぴ

生年月日

代表者の住所

フリガナ

氏名

シャカイフクホウシ-ンサンタマフクシカイ

FAX番号

法人所轄庁

職名

生年月日

042-529-3871 ,/

東京都

理事長'/

テイキシ--ュンカイス* {シ’タイオウカ・'タホウモンカイコ’ねコ*コスモスコクフ"ンシ.

社ぎ福祉法ズ主奏ま雇れき定期巡回.廣時せ応型訪問介護看護事業所コスモス国分寺名

所在地

速絡先

称 ‘ブ

(郵便番号 18 5̶00 31 )

東束都国分寺市富士本1 一2 8 ̶ 5 7富士本ハイツ2号棟2 0 L号室

042-577-29 12 ・・/電話番号 … ̃ ,j F A X番等

当該事業所の所在地以外の場所に当該事業所の一部として使用される事務所を有するとき

042-577-2927ゾ

(郵便番号 )

電話番号

夜間せ応型訪問介護
認知症対応型通所介護

介護予防認知症対応型通所介護
小規模多機能型居宅介護
介護予防小規模多機能型居宅介護

認知症サ応型共同生活介護

事業所の事業等の種類か■チm認、お‘症#ぐ型#■ &ほtミ漠
(oをつけてください)

地城密着型介護き人福祉施設入所看生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

定期巡回・随時財だ型訪問介護看護

現に受けている指定の有効期間
満了日
誓約書

介護支援専門員の氏名及びその登錄番号

備考

1※印の欄には, 記入しないでくださレ、,

看護小規模多機能瑠居宅介謹 地域密着型通所介護共生型地城密着型通所介護介護チ防支援

平成3 4年3月3 1日V

別添のとおり

別添のとおり

スり；がレン7
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様式第12号(第2条関係)

※受付番号

定期巡圓.随時対応型訪問介護看護事業所の指定に係る記載事項

フリガナ シャカイフタシホウシ・、ンサンタマフクンカイテイキダュンカイス'.イシ、-タイか力"タホウモンカンコ’シ’キ、3ウショ]スモスコクフ、.ンシ"

事

業

所

名

所在地

称 杜会揺祉法人三多摩福祉会定期巡回.随時せ応型訪問介護看護事業所コスモス国分寺

(郵便番号185-0031)V
東京都国分寺市富±本1-28-57富土'本ハイツ2号棟201号室'

速絡先 電話番号 042-577 2912

当該事業の実施について定めてある定款・寄
附行為等の条文

フリガナ

氏名

ソ FAX番号 042-577-2927

第1条第 項第1号二

住所

管
生年月日

Sま,fの従業者との兼務(翁.卸(職種：計画■責任者‘随ボ知介護員)
者

他事業所の従業者との兼務
の有無

事業所の名称

(@.無)兼務する職種及び
勤務時間等

社会福祉法人三多摩福祉会コスモス国分寺

管理者.サービス提供責任者

9 :30～10 : 00- 10 : 00～18 :00

速携する訪問看護事業所

(速携型定期巡回・随時対応型訪問介護看護

を実施すろ場合のみ記載)

名称

住所

日吉町訪問看護ステーション

(郵便番号185-0032)

国分寺市日吉町1-45-1アメュテイコウヤマ第2-305

従業者の職種・員数

常勤(人)

非常勤(人)

常勤換算後の人数(人)

※基準上の必要人数

(A)

※適合の可否

営業日

営業時間

利用料

訪問介護員等’

定期巡回 随時訪問
+h̶ビブ

専従兼務

オベレ̶ター 看護職員
トヒ'プ

専従兼務

3

7

うち計画作成

責任者

れバ・い-じ

3

7

dめみ；.�

'.. v' -'

専従

2

兼務

3

4

専従兼務専従 兼務

3

1

主
な

模
ホ

事
項 その他の費用

通常の事業実施地城

添付書想

・;: t

365日、 .

24時間.

法定代理受領分、

法定代理受領分以外

運営規定の定める通り

国分寺市 1

別添のとおり ,

̶れタゾ:

めミ；‘ジ1

ム・めゆ
;:, 3 »

な巧

1;

b I

(一割から三割負担分)

介護報酬告示上の額

傭考

1※印の欄には, 記入しないでください。

2他の市町村の区城においても事業の実施を予定している堤合, 「予定利用者数」欄に他の市町村の予定利用者数
を記入してください。

3記入欄が不足する場合は, 適宜欄を設けて記栽するか又は別様に記載した書類を添付してください。.

4出張所等がある場合, 所在地, 営業時間等を別様にして記載してくださレ、。また, 従業者については, 本様式に

出張所に勤務する職員も含めて記載してください。

5当該指定地城密着型サービス以外のサービスを実施すろ場合には, 当該指定地城密着型サービス部分とそれ以外

のサービス部分の料金の状況が分かるような料金まを提出してください。
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訪問介護事業所コスモス国分寺
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社会福祉法人三多摩福祉会定期巡⑤・随時対施型訪問介護看護事業所

コスモス国分寺運営規程

連携型指定定期巡回・随時対麻型訪問介護看護事業

(事業の目的) �

第1条社会福祉法人三多摩福祉会定期巡回*随時対拓型訪問介護看護事業所コス

モス国分寺(以下「事業所」とし》ラ)が行う指定定期巡回・随時対臨型訪問介

護看護の事業(以下「事業」という)の適正な運営を確保ずるために人員及び

管理運営に関する事項を定め、事業所の雇用する介護福祉士または訪問介護員

養成研修の修了者(以下「訪問介護員等」といラ)が要介護伏態にある高齢者

等(以下「利用者」という)じ対し、適正な指定定期巡回・随時訪問介護看護

を提供することを目的とする。

(事業の運営の方針)

第2条事業所が実施ずる事業は、利用者が要介護状態等となった揚合でち、可能な

限り居宅において、その有ずる能力じ麻じ自立したS常生活を営むことができ

るよう、入浴、排せつ、食事等の介護、B常生活上の緊急時の対麻、その他居

宅じおし1て安心して生活出来るよラ生活全般にわたる援助を行ししその療養生

活を支援し、心身の機能の維持回復を目指す。

2 事業の実施に当たっては、

���™ �計画作成責任者による利用者面接、利用者じ係る指定居宅介護支援事業き

が開催するサービス担当者会議等を通じ、利用者の心身の状況、その■か

れている環境、他の保健医療サービス又は福祉サービスの利用状況の把握

に努め、常に利用者の立場に立ったサービス提供に努めるちのとずる。

二、指定居宅介護支援事業者その他の保健医療サービス又は福祉サービスを提

供する者と錦密な連携を園り、総合的なサービスの提供に努める。

三、利用者、利用者の家族、地域住民の代表者、地域の医療関係者、指定定期

巡回・随時対磁型訪問介護看護事業所が所在ずる区域を管轄する地域s括

支援センターの職員、この事業について知見を有する者などにより構成さ

れる協議会を設■し、おおむね3月に1回以上、介護*医療連携推進会議

に対して伏況等を報告し、評価を受けるととちに介護・医療連携推進会議

から必要な要望、助言を聴<機会を設ける。

3 事業として、定期巡回サービス、随時対応サービス並びに訪問看護サービス

を適宜適切に組み合わせて、利用者にとって路要なサービスを必要なタイSン

グで提供し、総合的な利用者の在宅生活の維続を支援するちのである。

4 連携する指定訪問看護事業者「連擦指定訪問養護事業者」との契約に基づき、

次の各号に掲ける事項について必要な協力を得るちのとする。

一、計画作成に当たってのアセスメント及びモニタリング

二、随時対廠サービスの提供に当たっての、達絡体制の確保

三、介護・医療連擦推進会議ぺの参加

四、その他必要な指導及び助言
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第3榮(事業所の名称等)

事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。

1 名称 社会福祉法人三多摩福祉会定期巡回・随時対疏型訪問

介護看護事業所コスfス国分寺

2 所在地 東京都国分寺市富士本1-28-5 7

(従業者の職種、員数、及び職務内容)

第4条事業所における従業者の職種、員数及び職務内容は次の通りとする。

1管理者1人(計画作成責任者・訪問介護員兼務)

管理者は、事業所の業務管理を一元的じ行ラととちじ法令等におしXて

規定されてし\る事業の実施に関し、事業所の従業きに対し遵守ずべき

事項につし̃て指揮命令を行ラ。

2 オベレーター 9人(ラち対麻として閲一法人内他事業所に委託する者6

A)

オペレーターは、以下に関する業務を行ラ。

(1)オベレーターは、利用者からの適報を受け、相談及び助言を行しし

訪問の要否等の判断を行ラ。

3 計画作成責任者4人

(1)利用の申し込み関わる調整及び、利用者の日常生活全般の状況ちし<は

希望を踏まえて、定期進回サービス及び随時訪問サービスの目標、内容

等を記載した事業の計画を作成し交付ずる。

(2)計画の作成に当たっては、その内容について利用者又は家族じ対して説

明し同意を得る。

(3)計画作成後、計画の実施伏況の把握を行ししお要じ疏じて計画の変更を

行う。

4 訪問介護員10人(常勤以外で兼務ア名)

(ただし、業務の伏況により、増員することができるちのとずる)

うち介護福祉士ア人

2級訪問介護員3人

初任者研修終了者0人

訪問介護員は、定期巡回または利用者からの通報を受けたオペレーターの

連絡により利用者宅を訪問し、入浴、排せつ、食事等の介護、緊急時の対硫

などを行う。

(営業B及び営業時間)

第5条事業所の営業日及び営業時間は、次の通りとする。

(1)営業B 3 6 5日

(2)営業時間 2 4時間
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(指定定期巡回・随時対癒型訪問介護看護の内容)

第6条事業所で行う事業の内容は次のとおりとする。

(1)定期巡回サービス

指定定期巡回・随時対疏型訪問介護看護計画に基づき、利用きが安心して

その居宅じおし̃て生活を送るのに必要な模助を行う。

(2)随時訪問サービス

①オベレーターは、計画作成責任者及び定期巡回サービスを行う訪問介

護員等と密接に連携し、利用者の心身の状況、その置かれている環境等

の的確把握に努め、利用者又はその家族に対し、適切な相談及び助言を

行ラちのとする。

②指定定期巡回・随時対疏型訪問介護看護計画に基づき、利用者からの

随時の連絡に迅速に対疏し、必要な援助を行う。

(3)訪問蓄護サービス

主治の医師じよる指示を文書で受けると共に、連携型指定定期巡回・随時

対麻型訪問介護看護計画に基づき利用者の心身の機能の維持回復を図る

よう妥当適切に行う。

(指定定期巡回*随時対麻型訪問介護看護の利用料等)

第7菜指定定期巡回・随時対麻型訪間介護看護を提供した揚合の利用科は、介護報

酬告示上の額とし、そのサービスが法定代理受領サービスであるときは、

利用料のラち各利用者の負担割合じ応じた額の支払しXを受けるちのとずる。

なお、法定代理受領以タトの利用料につしXては、「指定居宅サービスに要する費用

の額の算定に関ずる基準(平成12年2月10B厚告第19号)」じよるちの
とする。

2 指定定期巡回・随時対硫型訪問介護看護の提供の開始じ際しては、予め、利

用者又はその家族に対し、当該サービスの内容及び費用に関し文書で説明し

た上で、その内容及び支払し\に同意ずる旨の文書に署名(記g接印)を受け
るちのとする。

-3 法定代理受領サービスに該当しなし̃指定定期巡回・随時対廠型訪問介護循護

に係わる利用料の支仏し\を受けたときは、提供した指定定期巡回・随時対廠

型訪問介護看護の内容、費用の額その他必要と認められる事項を記載したサ

ービス提供証明書を利用者じ対して交付するちのとする。

4 通報端末機器の費用は、利用者が使用した分の通話料金につしXて利用者負担

とする。

(通常の事業の実施地域)

第8条通常の事業の実施地域は、東京都国分寺市とする。

(合カギの管理方法及び紛失した揚合の対処)

第9条利用者から合鍵を事業所で預かる揚合は、従業者であってち容易に持ち出せ

なしXように厳重な管理を行う。また、紛失した場合の対処方法その他、必要な

事項を記載した文書を利用者に交付する。
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(衛生管理等)

第10条訪問介護員等の清潔の保持及び健康伏態につしXて、定期健康診断などの必

要な管理を行う。 �

2 事業所の設備及び備品などじつしXて、衛生的な管理に努め従業者が感染源

となる事を予防し、また従業きを感染の危険から守る対策を講じることとず

る。

(緊急時等における対廠方法)

第11条従業者等は、指定定期巡回・随時対瓶型訪問介護看護の提供を行っている

ときに利用者に病伏の息変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治

医に連絡する等の措匿を講じるととちに、管理者に報告する。また、主治医

ぺの連絡が困難な揚合は、緊急搬送等のだ要な措置を講じる。

2 .指定定期巡回・随時対麻型訪問介護看護の提供により事故が発生した揚合

は、利用者の所在する市町村、利用者の家族、利用者に係わる居宅介護支援

事業者等に連絡するととちに、ぐ要な措匿を講じる。

3 指定定期巡回・随時対麻型防問介護看護の従業きが看護職員である場合は、

必要に麻じて臨時麻急の手当てを行うちのとする。

4 利用者に対ずる指定定期巡回・随時対麻型訪問介護看護の提供により陪償

すべき事故が発生した揚合には、損害賠廣を速やかじ行うちのとする。ただ

し、事業所の貴に帰すべからざる事由による場合は、この限りではなしし

(苦情処理)

第12条指定定期巡回・随時対麻型訪問介護看護の提供に係わる利用者からの苦情

に迅速かつ適切に対麻するため、相談窓口の設置等の必要な措置を講じる。

2 事業所は、提供した指定定期巡回・随時対硫型訪問介護看護に関し、介護

保険法第2 3条の規定により市町村が行う文書その他の物件の提出若し<は

提示のまめ又は当該市町村の職員からの質問若し<は照会に廠じ、Rび市町

村が行ラ■査に協力するととちに、市町村から指導又は助言を受けた場合は、

当該指導又は助言じ従って必要な改善を行う。

3 事業所は、提供した指定定期巡回・随時対硫型訪問介護看護に係わる利用

者からの苦情じ関して国民健康保険園体連合会が行う■査に協力するととち

に、国民健康保険団体連合会からの指導又は助言を受けた場合は、当該指導

又は助言に従って必要な改善を行ラ。

〔個人情報の保護)

第13榮事業所の従業者は、法人の個人情報保護方針(別掲)に基づさ利用者の個

人情報保護に努める。

2 サービス担当者会議などにおいて、利用者の個人情報を用しXる揚合は利用

者の同意を利用者家族の個人情報を用いる揚合は当該家族の同意を予め文書

じより得てお<。

3 従業者は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。

4 事業所は、従業者であった者に、業務上知り得た利用者又はぞの家族の秘
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密を保持させるため、従業きでな<なった後においてちこれらの秘密を保持

ずるべぎ旨を従業者との雇用契約の内容とする。

(虐待防止に関する事項)

第14条事業所は、利用者の人権の擁護.虐待の防止のため次の措置を講ずる。

虐待を防止するための從業者に対する研修の実施

2 その他虐待防止のために必要な措置

3 事業所は、サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者(利用者の家

族等高齢者を現に養護するき)による虐待を受けたと思われる利用者を発見

した揚合は、速やかに、これを市町村に通報する。

(その他運営に関する重要事項)

第15榮利用者じ対して、適切な指定定期巡回・随時訪問介護看護を提供できるよ

ラ、訪問介護員等の勤務体制を定める。

2 訪問介護員等の質的向上を図るための研修の機会を次の通り設ける。

(1) 採用時研修採用後1力月以内

(2) 継続研修 月1回以上

3 事業所は、指定定期巡回・随時対廠型訪問介護看護の提供に関する記録を

整備ずるととちに、完結の日から2年間保存する。

4 この規程じ定める事項のほか、運営じ関する重要事項は社会福祉法人三多

摩福祉会と事業所の管理者との協議に基づいて定めるちのとずる。

附則

この規程は、2016年4月1Bより施行する。
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(参考様式6) /
利用者からの苦情を処理するために講ずる措置の概要

事業所又は施設名 社会福祉法人三多摩福祉会定期巡回.随時対応型訪問介護看護事業所コスモス
申請するサービス種*連携型指定定期巡回'随時対応型訪問介護看護事業所

措置の概要
1利用者からの相談又は苦情等に対応する常設の窓口 (連絡先)、担当者の設置
・相談、苦情に対する窓口として、相談担当を設置している。また、担当者が不在の時は基
本的な事項については誰にでも対応できるよラにするとともに、担当者に引き継いでいる。
①受付事業所社会福祉法人三多摩福祉会

定期巡回’随時対応型訪問介護看護事業所コスモス国分寺
②担当者 管理者鈴木美重子
③受付時間 9:00̃17:30(時間外は当番担当者に電話転送)
④連絡先 TEL 042-577-2912 FAX 042-577-2927

2円滑かつ迅速に苦情処理を行うための処理体制'手順

柳ン
""5で:ソ,

r,.'.';.'.. <

ぜ翔な

①苦情原因の把握
苦情があった場合は、ナニ1二だちにサ&ビス提供責任者が相手方に連絡をとり、直接伺ラなど
して詳しい事情を聞〈とともに、担当者からも事情を確認する。

②検討会の開催

サービス提供責任者が必要あると判断した場合は、管理者まで含めて検討会議を行う。
(検討会議を行わない場合も、必ず管理者に処理結果を報告する)
③改善の実施

検討の結果は非常勤職員も含め速やかに報告し具体的な対処をする。
④解決困難な場合

迅速'誠実な対応を第一に、解決困難な場合は顧問弁護士、グループ医療機関の医師等
に助言をえて解決を図る。

⑤再発防止

相談・苦情等は記録簿に記入して保管し、再発の防止に役立てる。

⑥その他の対応
市区町村の担当者に報告をする。

3その他参考事項

.普段から苦情が出ないようなサービス提供を心がける6 (毎日周知連絡会議の実施など)

.ヒヤリ’ハットメモの励行

.管理者'サービス提供者を含めサービス向上の研修会の実施

備考上の事項は例示であり、これにかかわらず苦情処理に係る対応方針を具体的に記して〈だれ\。
(日本ェ業規格A列4番)
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